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長野県みらい基金 事業指定助成プログラム 

助成対象事業実績報告書 

2025年 4月 1日 

公益財団法人 

 長野県みらい基金 理事長 様 

申請者：所在地  長野県大町市大町1548                

                      団体名  大町流鏑馬太鼓演奏委員会               

                  代表者 職・氏名   演奏委員長 北澤 真二              

                                   ※押印は不要です 

『長野県みらいベース』において当団体が掲載した「事業指定助成プログラム」について、 

下記のとおり報告します。 

 

記 

 

１ 助成対象事業名 

   大町流鏑馬太鼓はおかげさまで５０周年！～和太鼓大好き！子どもたちの笑顔と伝統文化を１００

年先の未来へ～ 

 

２ 助成対象事業の実施期間 

   2024年5月1日 ～ 2025年3月31日 

 

３ 助成対象事業の内容 

 〇地域に根差した伝統文化である和太鼓を通じて子どもたちの健全育成と地域愛着心の醸成を

図る。 

〇大町流鏑馬太鼓創立 50周年を契機に記念コンサートに向けて新曲にも取り組み、子どもたち

に和太鼓の楽しさや魅力を伝えるとともに、演奏を通じて地域の皆さんに感謝の気持ちを届け、

大町流鏑馬太鼓という地域に根差した伝統文化を未来へ繋げる。 

 〇子ども用の担ぎ桶太鼓を購入し、受け継がれてきた保存曲に加え、子どもメンバーも持ち運

びがしやすい担ぎ桶太鼓による演奏にもチャレンジし、演奏機会を増やすことでより多くの人に

和太鼓の魅力を知ってもらう。 

 

 

 

 

 

 



４ 事業の成果 

 

〇「大町流鏑馬太鼓」は毎年７月に大町市内で行われる流鏑馬の神事に由来した奉納曲をもとに、

演奏技術の伝承と伝統文化の継承を行うとともに、最近は新曲の創作やイベントでの演奏など、

子どもから大人まで、和太鼓を通じて世代を超えて楽しみながら子どもたちの健全育成と地域へ

の愛着心の醸成を図っています。 

地域の皆様に支えられ、おかげさまで創立 50周年を迎えることができました。しかし、少子化

に加え、コロナ禍により活動ができず、子どものメンバーが激減。20名近くいた子どもメンバー

が 6名となってしまい、会の存続が危ぶまれる事態となっています。 

〇創立 50周年を記念して地域の皆様に感謝の気持ちを込めて 9月 21日に記念コンサートを開催

しました。【来場者延べ550名】 

より多くの方に大町流鏑馬太鼓を知っていただくとともに、子どもたちに和太鼓の解放感、高

揚感、楽しさを体験してもらえる機会となりました。コンサートに向けてプロの和太鼓奏者から

提供された曲を新たに加入してくれた小学生 3 名も日々練習に励み、大きな舞台で一緒に演奏す

ることができました。子どもたちの「とにかく楽しかった！」と目を輝かせていた姿がとても印

象的で、お越しいただいた方からも「感動した」という声をいただけました。 

〇ご寄付により、高学年の子どもが使用する 1.4 尺の担ぎ桶太鼓 1 台を購入しました。担ぎ桶太

鼓の魅力は持ち運びが楽なので、運搬用トラックがなくても様々な場所に伺って演奏することが

できます。演奏曲の幅も広がり、演奏回数も増えました。 

【演奏回数R6年度 20回 （R5年度 12回）】 

〇今年度 6 名の小学生が加入。3 名の新メンバーの他、演奏を見たクラスメイトが新たに 2 名、

この 3月にも 1名が見学に来てくれ体験したところ、「とても楽しかった」と加入してくれること

になりました。日々練習を重ね、演奏技術の上達とともに、観客の前での演奏機会を重ねるごと

に、自信をつけていく子どもたちの精神的な成長も感じています。 

【R6年度 小学 2年 1名、小学 4年 4名、小学 6年 1名 合計 6名加入】 

〇今回 6 名が卒業となりますが、今まで共に切磋琢磨、練習に打ち込んできた和太鼓が大好きな

仲間の絆は強く、最後の練習の日まで、後輩たちを指導してくれる様子に子どもたちの精神的な

自立と成長を感じます。そして和太鼓を通じて培われた目標に向かって一生懸命に取り組む向上

心や仲間との団結力、地元への愛着心を感じられ、これからの人生の大きな糧になってくれるこ

とと信じています。 

〇新メンバー6名での再出発となりますが、先輩たちから学んだ和太鼓に取り組む姿勢や、何より

思いっきり楽しんで和太鼓に打ち込む姿にこれからの成長がますます楽しみです。今後も更なる

新メンバーの加入を目指し、これからも「大町流鏑馬太鼓」という地域に根差した伝統文化を未

来へ繋げていきたいと思います。 

 

５ 助成対象事業の実施状況を示す書類（添付） 

（１） 助成対象事業収支計算書 

（２） 事業の経過又は成果を証する書類 

（３） その他参考となる資料 



 

助成対象事業 収支計算書 

区 分 金額（円） 内 訳 

 

 

収 

 

入 

① 本助成金 63,900円 寄付金 71,000‐7,100（寄付金の 10％） 

② 自己資金 

会費、事業収入、 

寄付金など 

          円  

  

  

  

① その他 
  

  

収入合計 63,900円 （ A ） 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

支    

 

 

出 

 

 

 

助

成

対

象

経

費 

 

 

備品費        48,950円 かつぎ桶胴太鼓 

印刷費   1,730円 寄付募集チラシ1000部 

印刷費 1,050円 寄付お礼、コンサート案内ハガキ 100部 

通信費 680円 太鼓購入お礼用ハガキ＠85円×8枚 

通信費 441円 ハガキ送付用切手＠63円×7枚 

繰越金 11,049円 次年度に繰越 

   

   

計 63,900円 （ B ） 

 

 

助

成

対

象

外

経

費 

 

 

   

   

   

   

   

   

   

   

計         ０円 （ C ） 

 支出合計    63,900円 （ B ）＋（ C ）＝（ A ） 

 

※上記報告書の裏付けとして、領収書のコピーを添付してください。 



実績報告資料(2)（大町流鏑馬太鼓演奏委員会） 

◆R6.7/13（土）・9/7（土）和太鼓ワークショップを実施

◆R6.9/21（土）　大町流鏑馬太鼓創立50周年記念コンサート開催

◆R6.12/7（土）バチ納め演奏会

◆R7.2/1大町温泉郷「夢花火と音の祭典」
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